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S-Net初期ページ（2005.8）

データポータル立ち上げ（2006.8）



デザインリニューアル（2009.12）

S-Netシステムの公開（2017.3）



S-Netポータル略史

• 2005.8 ウェブ情報検索サービス立ち上げ

• 2006.8 標本データベース公開

• 2009.12 デザインリニューアル
• 2010.6 研究員・学芸員データベース公開

• 2014.4 ウェブ情報検索サービス終了

• 2018.4 新S-Netシステムの公開
• 2022.4 システムの更新
–新システム公開後の要望・保留事項対応



2017年度の新S-Netシステム公開
ダイジェスト



トップページ

http://science-net.kahaku.go.jp/



データ形式の刷新

• TDWG版ダーウィン・コア準拠
• GBIFのオカレンスデータ形式
＋日本語項目

• 化石に関する項目のサポート
（一部項目名の変更）

66 項目 → 173 項目



新しいインターフェース

• ファセットによる絞り込みを提供



• GBIFのメタデータ形式準拠＋日本語項目
• 各館・データセットごとの情報が見られるように

データセット・機関のデータ公開



その他の新しい機能

üパーマネントリンクの提供

üAPI機能の試行

ü埋め込み検索フォーム



2021年度のシステム更新



全般

• サーバの増強による性能アップ

• セキュリティの強化：通信の暗号化

※URLが変わりました
http://science-net.kahaku.go.jp

https://science-net.kahaku.go.jp



デザインの見直し

• 配色の変更、スマホ表示の改善
• ロゴのリニューアル



デザインの見直し



使い勝手の向上

• 緯度経度等の有無による検索の追加



使い勝手の向上

• データセットの一括ダウンロードの追加
（検索結果のダウンロードは5000件まで）



標本データ項目の追加

• 機関登録ID・コレクション登録ID
– GRSciColl対応

• ジャパンサーチ公開フラグ
–他の枠組みでジャパンサーチと連携している
場合の重複を避ける

• 正規化学名・正規化和名
–今後学名と和名の統一を検討
–当面は使用しない



GRSciCollとは？
• GBIF Registry of Scientific Collections (GRSciColl)
「GBIF科学コレクション登録システム」
–標本の所蔵機関やコレクションの登録システム

https://www.gbif.org/ja/grscicoll/institution/search



GBIFでのGRSciColl連携強化

https://www.gbif.org/ja/occurrence/1934358128

一致するコレクション
が無い

機関の一致が
あいまい



GRSciCollとの連携：S-Netの対応案

• GRSciCollに機関とコレクション情報を登録
• GRSciCollの機関およびコレクションの登録IDを
データに追加する

機関とコレクションの注意を解消するには？

機関およびコレクションの登録IDを項目として追加

※対応するDwC/GBIF occurrence coreの項目はinstitutionIDとcollectionID



GRSciCollへの登録

https://www.gbif.org/ja/grscicoll/institution/search



GRSciCollへの登録

https://registry.gbif.org/institution/create



アクセント記号つき文字のサポート

• アクセント記号つきアルファベット（é、üなど）
の多くが種名等で利用可能に

• 変換ツールでのアクセント記号のサポート

変換ツールにかける際に
文字化けしないよう注意
（エクセル、ユニコードcsv）



Web APIの強化
• Web API とは？
–解析プログラム等で使いやすい形式でデータを
提供

• どんなデータが提供されているか？
–標本データの一覧・詳細
–データセットデータの一覧・詳細
–機関データの一覧・詳細
– JSON形式

• ダウンロードできる件数の制限は？
– 1000件ずつ分割ダウンロード可能



Web APIの強化
• 詳細検索条件の記述が可能に

https://science-net.kahaku.go.jp/api/v2/specimen?
query=VernacularName=ミヤマカラスアゲハ not StateProvince_ja=北海道



利用者向けマニュアルの刷新



データ変換ツール ver2

• 項目追加した新しいS-Net形式に対応
• さまざまなエラーチェックの追加

詳細は水沼さんの発表にて



2021年度システム更新の概要
üサーバ増強による性能アップ
üデザイン見直し：配色・ロゴのリニューアル
ü使い勝手向上：有無検索・一括ダウンロード
üデータ項目追加：GRSciColl対応
üアクセント記号つき文字のサポート強化
üWeb APIの強化
ü利用者向けマニュアルの刷新
üデータ変換ツール ver 2
üレッドデータチェッカーの更新



今後の課題

• 画像のさらなるサポート
– GBIFへの画像詳細データ公開
– 「デジタルアーカイブ」の観点からも重要：
ジャパンサーチとの連携強化

• DNAデータのサポートの検討
– DNAバーコード証拠標本など

• Google Map以外の地図表示システムの導入
–自由なライセンスの地図表記を望む声

• APIの増強
–範囲指定検索・返値データ項目の見直し


